
～ 平田ロータリークラブ週報 ～   No.1652 （平成 20年 4月 10日） 

2007-2008年度 

国際ロータリー会長 

ウィルフリッド J. ウィルキンソン 
 

第2690地区ガバナー 

森下 和郎 

 

■平田ロータリークラブ事務局 
〒691-0001 島根県出雲市平田町2280-1 平田商工会議所2F 

Tel : 0853-63-3232 / Fax : 63-5365 / IP : 050-5204-5816 

URL : http://hirata-rotary.jp/  Mail : office@hirata-rotary.jp 
 

A.M. 9:00 ～P.M.5:00 土・日曜・祝祭日休局 

 
会長／ 田中 久雄    副会長／ 原 孝士 

幹事／ 飯塚 大幸    会計／ 黒田 昌弘 

■■■例会プログラム 

例会 卓話者 演題 

4 月 10 日 クラブ広報 （雑誌） 委員会 「雑誌月間に因んで」 

4 月 17 日 
古代出雲歴史博物館 

浅沼 政誌 様 
「甦る幻の染色」 

4 月 24 日 地区協議会出席者 地区協議会報告 

■■■出席報告 

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 
前回 

補正率 

44 32  12 (2) 76.19 % 93.18 % 

■■■欠席者 

錦織／持田／内田／木佐／園／園山／大谷／黒田／荒木 

原光／ （石原恵／杉原） 

■■■MU 

4/9 大島卓／平野／黒田／大谷／高砂 (大社) 

 

******************************************************* 

■■■次回例会受付当番 

（4 月24日） 遠藤 栄／常松秀清 

■■■近隣クラブ例会情報 （メークアップを考えましょう 

                           赤文字 例会変更 

月 松江南クラブ  水 大社クラブ 4/30 (休) 

月 出雲中央クラブ 4/14 木 松江東クラブ  

火 松江しんじ湖  金 出雲南クラブ  

火 出雲クラブ 4/29(休) 5/6(休)   

水 松江クラブ 4/30  （第 1・3水） 平田RAC 

■■■会長挨拶■■■ 

－ 船川辺りを散歩して想う － 

 4月 3日の愛宕山早朝例会は肌寒く桜は3 分咲きだったが名原会員

に用意して頂いたおにぎりと味噌汁の味は格別であった。この日の午後、

船川沿いの道を旭町に沿って歩いた。この径は幼少の頃、魚つりやトン

ボ採りの思い出があり、春には幼い雑草の間からつくしが背の高さを競う

様に生えていた。貞享の川違いで中ノ島、新田が埋まりその後人工の運

河として出来たのが船川である。大正初期までは帆船が行き交い昭和

20 年代まで旅客船さくら丸、荷物運搬船平運丸が運行していた。 

 今から３００余年前は中ノ島も新田も宍道湖の一部で旭町から明川

までは岸辺であった。 

 天神前（森山会員の元の家）付近から現在の平田新橋近くまではまこ

もが繁り、松の木に小舟が繋がれており、一里先には家も見えたと古文

書にある。一里先とは布崎の辺りである。その平田湾は室町時代から中

国や朝鮮にまで知られ、愛宕山に築かれた城は監視の役目でもあった。 

 薬師城とか手崎城と呼ばれていたが、詳しい内容は森山俊雄会員の

名著を見ると良い。 

 

■■■理事会決定事項■■■ 

佐藤 初 会員より退会届が提出され、受理致しました。 

■■■幹事報告■■■ 

１．牧野 昭雄 会員  FAX 番号の変更 

   変更前 ６３－２４８９   →   変更後 ６３－２８８２ 

２．地区協議会出席の方へ 

4／20(日) 6時 平田商工会議所 集合、 出発 

■■■スマイル■■■ 

田中久・槇野・松浦・恒松・大島卓  

森山先生の米寿コンサートの盛会！おめでとうございました。 

飯塚大  花見例会は失礼致しました。4/12(土) ～13(日)出雲国神

仏霊場の合同祭事を開催いたします。 

森山   米寿の演奏会に平田ロータリーより設花を頂き万謝申し上げ

ます。 

大島卓  交通安全旬間の中で本日は交通事故ゼロを目指す日です。 

①ルールを守る ②マナーを守る そして思いやりのある運転に

心掛けましょう。 

河原   この春喜んでいます。外孫が一応一人前（？）になって、島根

医科大学を卒業（６年） 研修（２年） 広大医学部内科に就

職しました。 

高砂   桜は入学の頃を思い出します。 またまたスピーチ致しました。 

藤井   15 年間にわたりロータリアンの厚い友情を賜りましたことに深く

感謝いたします。 

■■■スピーチ■■■ 

「雑誌月間に因んで」 

クラブ広報 （雑誌） 委員会  小村 益造 委員 

『小村 大雲 小伝』 
※ 明治 16 年11 月 9日（1883年） 島根県出雲国平田町（現出雲

市平田町）に生まれる。 

※ 名は権三郎、畫号に大雲山人、豊文、碧雲湖畔人、赤松子、豊

瑞、豊花等あり。字は厳座、子荘と称し、稲香室、紫光庵、竹

里庵の庵号あり。 

※ 明治 33年（1900年） 画業を志し、京都に出る。 

※ 明治 36 年（1903 年） 森川曽文、橋本菱華、都路華香の門を経

て山元春挙の門に入り早苗会同人となる。 

※ 文部省美術展覧会第六・第七・第八・第九回の各三等賞に引き

続き、第十・第十一回に特選賞を受け無鑑査となる。 

※ 大正13年 帝国美術院展覧会委員となり、審査員に任ぜられる。 

※ 昭和10年（1935年） 鉄道省の委嘱に依る京浜鉄道開業式行幸

図（明治神宮聖徳記念絵画館壁画）を完成。 

※ 昭和 13年 2月20日（1938 年） 郷里平田町大雲山荘竹里庵に

於いて逝く、享年 55 歳、平田町極楽寺に葬る。 

 


